
孟
子
に
お
け
る
孔
子

『
春
秋
』

今
、
わ
れ
わ
れ
が
手
に
す
る
『
春
秋
』
と
は
、
一
公
羊
伝
1
7
「
穀

梁
伝
」
・
「
左
氏
伝
」
の
三
伝
を
伴
っ
た
豆
一
骨
秋
(
経
)
』
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
春
秋
時
代
の
、
魯
の
隠
公
元
年
ハ
前
七
二
二
)

か
ら
亥
公
十
四
年
(
前
回
八
一
)
に
至
る
〈
「
左
氏
経
」
に
よ
れ
ば
哀
公
十

六
年
に
至
る
〉
、
十
二
公
、
二
百
四
十
二
年
間
の
魯
国
の
年
代
記
で
あ

る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
各
公
各
年
の
記
事
が
、
長
い
も
の
で
も
一
条

が
三
十
字
ほ
ど
、
短
い
も
の
に
な
る
と
一
条
が
一
字
、
あ
る
い
は
二

字
@
三
字
の
、
総
じ
て
短
い
各
条
が
合
計
一
千
八
百
余
条
で
で
き
て

い
る
、
極
め
て
簡
単
な
年
代
記
で
あ
る
。
こ
の
『
春
秋
』
が
、
中
国

の
文
献
上
に
登
場
し
て
く
る
の
は
、
周
知
の
通
り
『
孟
子
』
に
始
ま

る
Q
墨
子
』
明
鬼
篤
下
に
見
ら
れ
る
「
周
之
春
秋
」
等
や
、
『
惰
設
と
李
徳
林

伝
に
言
う

Z
m一
子
』
の
「
吉
田
春
秋
t

一
は
、
今
措
く
)
0

そ
の
『
一
五
子
」
一
に
は
、
今
、
こ
の
『
春
秋
』
の
名
を
挙
げ
て
論
J

ら
れ
て
い
る
個
所
が
三
章
あ
り
、
そ
の
一
つ
、
勝
文
公
下
篇
で
は
、

制
作
説
に
つ
い
て

賀

栄

治

明
ら
か
に
「
孔
子
が
春
秋
を
作
っ
た
」
・
「
孔
子
が
春
秋
を
成
し
た
」

と
一
一
呂
っ
て
い
る
。

世
表
道
徴
、
邪
説
暴
行
有
作
。
臣
獄
其
君
者
有
之
。
子
殺
其
父

者
有
之
。
孔
子
健
、
作
春
秋
。
春
秋
、
天
子
之
事
也
。
是
故
孔

子
日
、
知
我
者
、
其
惟
春
秋
乎
。
罪
我
者
、
其
惟
春
秩
乎
0

•••• 

，p
h合・
.. 

仁

田

山
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孔
子
成
春
秋
、
市
乱
臣
賊
子
懐
。

こ
れ
は
、
弟
子
の
公
都
子
が
、
「
先
生
は
弁
論
好
き
だ
と
評
判
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
ど
う
し
て
で
す
か
に
と
問
う
た
の
に
対
す

る
孟
子
の
答
え
と
し
て
、
有
名
な
「
一
治
一
乱
」
の
歴
史
観
に
立
っ

て
展
開
さ
れ
る
長
篇
の
論
の
う
ち
、
孔
子
を
「
治
」
に
位
置
づ
け
て

述
べ
る
く
だ
り
と
、
最
後
の
ま
と
め
の
く
だ
り
と
に
見
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
(
以
下
、
こ
れ
に
関
わ
っ
て
論
ず
る
ば
あ
い
、
「
公
都
子
章
」
と
仮
称

す
る
)
。
と
こ
ろ
が
、
い
、
ま
一
つ
、
『
孟
子
』
離
婁
下
篇
で
は
、
次
の
よ
う

に
き
口
っ
て
い
る
。



孟
子
日
、

王
者
之
迩
惚
而
詩
亡
。

詩
亡
、

然
後
春
秋
作
。
〈
以

下
、
「
王
者
章
」
と
仮
称
)

見
る
通
り
こ
こ
で
は
、
「
春
秋
作
」
(
「
春
秩
作
る
」
と
読
ん
で
も
、
「
春
秋

作
ら
る
ー
一
と
読
ん
で
も
、
つ
ま
り
は
春
秩
が
作
ら
れ
た
の
意
と
な
る
〉
と
言

つ
て
は
い
る
が
、
孔
子
が
「
作
春
秋
」
〈
春
秋
を
作
っ
た
)
と
は
言
っ

て
い
な
い
(
古
注
・
新
注
共
に
「
春
秋
作
」
を
、
「
孔
子
が
春
秋
を
作
ア
た
」

意
に
解
し
て
い
る
が
〉
。
そ
こ
で
民
国
の
鴻
友
璃
氏
は
、
右
一
の
二
つ
の

章
は
矛
盾
し
て
い
る
と
考
え
、
「
王
者
章
」
こ
そ
が
事
実
に
近
い
も

の
だ
と
し
、
「
孔
子
は
、
正
名
を
主
張
せ
ん
が
た
め
に
『
春
秋
』
を

作
っ
た
の
で
は
な
い
。
『
春
秋
』
等
の
義
を
取
っ
て
正
名
を
主
張
し

た
の
だ
。
」
と
提
唱
し
た
〈
大
学
議
警
本
『
中
国
哲
学
史
』
「
第
一
第
、
第

四
輩
、
同
正
名
主
義
」
、
民
間
二
三
年
九
月
、
高
務
印
書
館
。
な
お
鴻
氏
は
、

こ
れ
よ
り
以
前
、
「
孔
子
在
中
国
歴
史
之
地
位
1

一
と
題
し
て
、
こ
れ
と
同
じ
趣

旨
の
論
を
提
起
し
て
い
る
。
『
古
史
弁
』
第
二
冊
、
参
照
)
。
し
か
も
、
鴻

氏
は
、
『
中
国
哲
学
史
』
で
「
註
」
し
、
劉
部
培
の
論
(
「
孔
子
作
春

秋
説
」
・
『
左
盆
集
』
巻
二
〉
を
引
い
た
上
で
、
「
『
春
秋
』
を
作
る
と
は
、

『
春
秋
』
を
講
じ
た
こ
と
だ
。
孔
子
は
『
春
秋
』
を
講
じ
て
、
特
に

正
名
の
点
を
重
視
し
た
の
だ
。
」
と
言
う
に
至
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
端
を
発
し
、
わ
が
国
戦
後
の
学
界
で
も
、
孟
子
の
言
う

「
孔
子
憾
れ
て
春
秋
を
作
る
。
」
と
は
、
『
春
秋
』
を
著
作
し
た
と
言

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
、
『
春
秩
』
を
講
説
し
た
の
だ
、
だ
か
ら
「
作
」

は
、
「
つ
く
る
」
と
読
む
べ
き
で
は
な
く
「
お
こ
す
」
と
読
む
べ
き

だ
、
と
主
張
す
る
学
者
が
輩
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
ハ
渡
辺
卓
「
春
秩

著
作
説
話
の
原
形
」
、
原
掲
載
誌
は
略
、
今
『
古
代
中
国
思
想
の
研
究
』
、
昭
和

沼
入
年
三
月
、
創
文
社
、
所
収
、
に
始
ま
り
、
日
原
利
菌
『
春
秩
公
羊
伝
の
研

究
』
「
一
の
一
、
春
私
お
よ
び
春
秋
学
ー
一
、
昭
和
五
一
年
三
月
、
創
文
社
、
で
補

強
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
説
は
、
み
ー
も
な
お
続
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
近
藤
則

之
「
孔
子
『
春
秩
』
制
作
説
の
成
立
に
つ
い
て
」
『
中
国
哲
学
論
集
』

η
、
一

九
九
一
年
一

O
月
、
九
州
大
学
中
国
哲
学
研
究
会
、
参
照
)

0

し
か
し
私
に
は
、
今
こ
こ
で
、
こ
れ
ら
内
外
の
諮
説
に
つ
き
、
一

々
そ
の
論
述
を
と
り
上
げ
、
そ
の
是
非
を
論
ず
る
余
裕
が
な
い
。
ま

た
そ
の
必
要
性
も
、
論
争
の
興
味
を
求
め
る
人
に
対
し
て
の
外
に

は
、
そ
れ
ほ
ど
意
味
あ
る
も
の
と
は
考
え
な
い
。
私
に
と
っ
て
の
当

面
の
課
題
は
、
『
孟
子
』
に
見
ら
れ
る
孔
子
豆
骨
秋
』
制
作
説
の
実

相
ゃ
い
か
ん
、
で
あ
り
、
今
は
た
だ
、
そ
の
実
相
究
拐
に
ま
っ
す
ぐ

進
む
こ
と
で
あ
る
。

( 4 ) 

た
だ
、
そ
の
た
め
に
は
、
孔
子
『
春
秋
』
制
作
説
が
牢
国
た
る
も

の
と
し
て
定
着
し
た
時
点
に
立
ち
、
ま
ず
そ
の
実
態
を
押
さ
え
、
そ

こ
か
ら
逆
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
『
孟
子
』
を
照
射
す
る
。
そ
う
し
た
遡

上
法
を
採
っ
て
こ
の
小
論
を
進
め
る
の
が
、
大
方
の
理
解
を
よ
り
得

や
す
く
す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
そ
こ
で
私
は
、
漢
代
、
「
公
羊

伝
」
が
学
官
に
立
て
ら
れ
た
時
点
で
の
孔
子
『
春
秋
』
制
作
説
の
実



態
は
、
い
か
な
る
様
相
を
呈
し
、

い
る
か
、
ま
ず
そ
の
点
か
ら
、

し
た
い
。

い
か
な
る
内
容
の
も
の
と
な
っ
て

こ
の
小
論
の
考
察
を
始
め
る
こ
と
と

周
知
の
通
り
、
漢
の
武
帝
に
よ
る
五
経
博
士
の
設
定
(
建
元
五
年
、

前
二
ニ
ム
ハ
〉
は
、
そ
の
後
の
中
国
の
官
吏
登
用
の
た
め
の
学
を
含
め

た
正
統
教
学
を
、
儒
学
一
尊
に
し
た
。
そ
し
て
そ
の
時
、
五
経
の
一

つ
『
春
秋
』
は
、
「
公
羊
伝
」
に
よ
る
解
釈
が
正
統
と
さ
れ
た
。
つ

ま
り
「
公
羊
伝
」
の
学
官
立
学
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
故
か
。
そ
れ
を

含
め
て
当
時
、
『
春
秋
』
な
い
し
「
公
羊
伝
」
が
、
い
か
に
観
ぜ
ら

れ
、
い
か
に
扱
わ
れ
て
い
た
か
、
そ
の
点
を
最
も
よ
く
わ
れ
わ
れ
に

呈
示
し
て
く
れ
て
い
る
の
、
が
、
今
さ
ら
い
う
ま
で
も
な
く
司
馬
遼
の

『
史
記
』
で
あ
る
。

『
史
記
』
は
、
可
馬
遷
が
自
ら
言
う
よ
う
に
「
『
春
秋
』
を
継
ぐ
」

の
意
図
を
も
っ
て
成
さ
れ
た
〈
太
史
公
自
序
〉
。
そ
れ
な
る
が
故
に
、

『
史
記
』
太
史
公
自
序
に
は
、
漢
代
、
「
公
羊
伝
」
の
学
官
立
学
に
伴

う
『
春
秋
』
観
が
、
よ
り
豊
富
に
、
よ
り
集
成
的
に
呈
示
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
『
春
秋
』
観
の
最
も
要
約
さ
れ
た
も
の
が
、
実
に

春
秋
者
、
礼
義
之
大
宗
也
。

の
二
句
で
あ
る
、
と
私
は
観
る
。
『
春
秋
』
と
は
、
「
礼
の
義
」
秩
序

規
範
の
最
も
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
し

か
も
、
そ
の
秩
序
規
範
は
、
よ
り
一
直
接
的
に
は
、
政
治
社
会
の
そ
れ

で
あ
っ
た
。
『
春
秋
』
が
「
是
非
を
弁
じ
」
、
「
義
を
道
う
」
の
は
、

ま
さ
し
く
「
乱
世
を
援
め
て
こ
れ
を
正
し
き
に
反
す
は
、
『
春
私
』

よ
り
近
き
は
莫
し
。
」
ハ
京
公
十
四
年
「
公
羊
伝
」
の
文
を
引
く
)
の
た
め

で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
『
春
秋
』
は
、
王
者
の
大
道
を
呈
示
す
る

も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
定
位
さ
れ
る
。

夫
春
秋
、
上
明
三
王
之
道
、
下
弁
人
事
之
紀
、
別
嫌
疑
、
明
是

非
、
定
猶
予
、
普
善
悪
恵
、
賢
賢
賎
不
尚
、
存
亡
問
、
継
絶
世
、

補
倣
起
涜
。
王
道
之
大
者
也
。
(
太
史
公
自
序
)

こ
の
よ
う
に
豊
富
な
言
辞
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
『
春
秋
』
観
は
、
見

方
を
換
え
て
言
え
ば
、
『
春
秩
』
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
何
が

も
た
ら
さ
れ
た
か
、
そ
の
ま
ま
が
『
春
秋
』
制
作
効
用
論
と
も
い
う

べ
き
も
の
に
、
外
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。

そ
こ
で
、
『
孟
子
』
を
振
り
返
っ
て
見
て
み
よ
う
。
「
公
都
子
章
」

で
は
、
「
孔
子
春
秋
を
成
し
て
、
乱
臣
賊
子
健
る
。
」
(
な
お
こ
れ
に
、

「
春
秩
は
天
子
の
事
な
り
」
を
も
合
わ
せ
う
る
で
あ
ろ
う
〉
と
言
う
。
そ
の

前
で
「
乱
臣
賊
子
」
を
言
う
孟
子
の
語
調
に
は
、
激
し
い
も
の
が
あ

る
、
が
、
前
掲
・
『
史
記
』
に
お
け
る
『
春
秋
』
制
作
効
用
論
で
は
、

そ
れ
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
、
豊
富
な
大
輸
の
花
を
咲
か

せ
る
か
の
如
く
、
拡
大
展
開
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
に
も
か

( 5 ) 



か
わ
ら
ず
そ
の
間
に
お
い
て
、
秩
序
規
範
の
確
立
と
い
う
一
線
の
脈

絡
が
、
絶
え
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
わ
れ
わ

れ
は
首
肯
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

で
は
い
っ
た
い
、
こ
の
よ
う
な
『
春
秋
』
は
、
何
故
に
作
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
は
、
『
春
秋
』
制
作
意
図
論
と
も
い
う
べ
き

も
の
に
移
る
。
『
史
記
』
で
は
、
前
述
・
効
用
論
の
展
開
さ
れ
る
そ

の
初
め
で
、
上
大
夫
査
遂
が
、
「
昔
、
孔
子
は
、
何
を
か
為
さ
ん
と

し
て
春
秋
を
作
り
し
ゃ
。
」
と
問
う
た
の
に
対
す
る
司
馬
遷
の
答
え

と
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

太
史
公
日
、
余
関
董
生
日
、
周
道
衰
廃
、
孔
子
為
魯
司
冠
。
諸

侯
害
之
、
大
夫
率
一
之
。
孔
子
知
言
之
不
用
、
道
之
不
行
也
、
是

非
二
百
四
十
二
年
之
中
、
以
為
天
下
儀
表
。
夜
天
子
、
退
諸
侯
、

討
大
夫
、
以
遠
王
事
部
己
余
。
(
太
史
公
自
序
)

こ
れ
は
要
す
る
に
、
「
周
の
王
道
が
衰
微
し
た
と
き
、
孔
子
は
、
春

秋
時
代
二
百
四
十
二
年
間
の
事
実
に
是
非
の
判
断
を
下
し
、
そ
れ
を

天
下
の
人
々
の
儀
表
と
し
て
、
真
の
王
者
の
事
業
を
通
達
さ
せ
よ
う

と
し
た
よ
そ
れ
が
『
春
秋
』
を
制
作
し
た
意
図
・
白
的
で
あ
る
、

と
言
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
こ
れ
に
、
父
司
馬
談
の
遺
一
一
一
一
口
と

し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
言
葉
、
「
幽
・
腐
の
後
、
王
道
は
欠
け
、
礼

楽
は
衰
え
た
り
。
孔
子
は
旧
き
を
符
め
、
廃
れ
た
る
を
起
こ
し
、
詩

・
蓄
を
論
じ
、
春
秋
を
作
れ
り
。
」
(
太
史
公
自
序
)
を
合
わ
せ
て
見
る

と
、
『
春
秋
』
は
「
周
道
の
衰
廃
」
を
回
復
せ
ん
と
意
図
し
て
作
ら

れ
た
、
と
す
る
観
方
が
、
よ
り
明
示
さ
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
ま
た
、
『
孟
子
』
を
振
り
返
っ
て
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
、

や

「
王
者
章
」
の
「
王
者
の
迩
熔
ん
で
詩
亡
ぶ
。
詩
亡
び
て
、
然
る
後

に
春
秋
作
ら
る
よ
を
見
る
と
、
『
史
記
』
の
言
う
『
春
秋
』
制
作
意

図
論
と
は
、
少
な
く
と
も
制
作
の
時
代
認
識
に
お
い
て
は
、
重
ね
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
「
公
都
子
章
」
の
「
世

お
こ

衰
え
道
微
に
し
て
、
邪
説
暴
行
ま
た
作
る
。
直
に
し
て
そ
の
君
を
殺

す
る
も
の
こ
れ
有
り
。
子
に
し
て
そ
の
父
を
殺
す
る
も
の
こ
れ
有

り
。
孔
子
擢
れ
て
春
秋
を
作
る
。
」
は
、
語
調
の
激
し
さ
が
際
立
っ

て
い
る
と
は
い
え
、
孔
子
の
『
春
秩
』
制
作
の
意
図
が
、
「
周
道
の

表
廃
」
を
回
復
せ
ん
と
す
る
こ
と
に
あ
る
点
で
、
『
史
記
』
と
同
じ

一
一
線
に
連
な
る
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
前
掲
・
太
史
公
自
序
で
言
う
『
春
秋
』
制
作
意
図
論

は
、
「
董
生
に
関
い
」
た
も
の
、
す
な
わ
ち
司
馬
遷
の
春
秋
学
の
師

惹
一
仲
釘
か
ら
受
け
た
も
の
、
と
さ
れ
て
い
た
。
今
、
葦
仲
釘
の
著
と

さ
れ
て
い
る
『
春
秋
繁
露
』
を
見
る
と
、
そ
の
自
序
と
も
い
う
べ
き

食
序
第
で
は
、

仲
尼
の
春
駄
を
作
る
や
、
上
は
天
端
を
探
灼
ノ
て
、
王
公
の
位
、

万
民
の
欲
す
る
所
を
正
し
、
下
は
得
失
を
明
ら
か
に
し
、
賢
才

を
起
こ
し
、
以
て
後
盟
十
一
を
待
た
ん
と
す
。
ハ
蘇
輿
『
春
秋
繁
露
義

( 6 ) 



在
』
の
訂
正
に
拠
る
〉

と
言
っ
て
い
る
。
前
掲
・
太
史
公
自
序
の
「
蓋
生
」
の
一
一
一
一
口
と
、
そ
の

ま
ま
重
な
り
合
う
文
意
で
は
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
孔
子
『
春
秋
』

制
作
意
図
論
に
お
い
て
は
、
両
者
矛
盾
す
る
も
の
と
は
い
わ
れ
ま

い
。
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
食
序
篇
で
は
、
右
に
続
け
て

故
に
史
記
を
引
き
て
、
往
事
を
理
め
、
是
非
を
正
し
て
、
王
心

し
め

を
見
す
。
(
蘇
輿
の
説
に
拠
る
〉

と
言
う
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
『
春
秩
』
の
制
作
は
何
に
も
と
づ
き
、

い
か
に
し
て
成
さ
れ
た
か
、
「
史
の
一
記
を
引
く
」
、
史
官
の
記
録
を
引

く
と
い
う
制
作
依
拠
論
を
含
め
て
、
『
春
秋
』
の
制
作
と
は
、
実
際

に
い
か
に
な
さ
れ
た
か
、
制
作
実
際
論
と
も
い
う
べ
き
も
の
に
言
及

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
の
最
も
注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
点
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
私
は
、
主
と
し
て
『
史
記
』
に
も
と
づ
き
な
が
ら
、
孔

子
司
春
秋
』
制
作
説
を
、
制
作
効
用
論
、
制
作
意
図
論
と
も
い
う
べ

き
而
に
分
け
、
そ
れ
が
、
『
孟
子
』
に
お
け
る
孔
子
『
春
秋
』
制
作

説
と
、
一
線
の
脈
絡
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
見
た
。
そ
し
て
今
や
、

最
も
注
視
す
べ
き
第
三
点
に
至
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
き
、
司
馬
遼

は
、
い
か
に
観
じ
、
い
か
に
一
論
じ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
立
つ
ま
た

そ
れ
は
、
果
た
し
て
、
孟
子
の
言
う
と
こ
ろ
と
、
一
線
に
連
な
る
も

の
で
あ
ろ
う
か
。

司
馬
還
の
『
史
記
』
で
、
前
掲
・
『
春
秋
繁
露
』
五
郎
序
篇
の
「
引

史
記
、
理
往
事
、
正
是
非
、
見
王
心
。
」
と
、
等
し
い
意
味
で
対
応

す
る
言
い
方
を
し
て
い
る
も
の
は
、
儒
林
列
伝
序
の

故
国
史
記
作
春
秩
、
以
当
王
法
。

で
あ
ろ
う
(
な
お
、
孔
子
世
家
の
「
乃
図
史
記
作
春
秋
」
や
、
三
代
世
表
序

の
「
孔
子
悶
史
文
次
春
秩
」
な
ど
も
、
同
類
と
さ
れ
よ
う
)
。
と
す
れ
ば
、

「
史
の
記
に
因
っ
て
春
秋
を
作
る
一
、
史
官
の
記
録
に
因
る
と
は
、
実

態
上
、
い
か
な
る
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
(
「
是
非
を
正
し
」
て
〉

「
以
て
王
法
に
当
つ
」
と
は
、
そ
の
図
っ
た
「
史
記
」
の
記
載
表
現

に
対
し
、
実
際
上
、
い
か
な
る
操
作
を
な
し
た
結
果
で
き
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
孔
子
『
春
秋
』
制
作
説
の
実
相
を
究
明
す
る
上
で
、
最
も

核
心
と
す
べ
き
点
は
、
ま
さ
し
く
こ
こ
に
あ
る
と
思
う
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
司
馬
選
は
、
い
か
に
解
い
て
い
る
で
あ
ろ

う
か
。
『
史
記
』
十
二
諸
侯
年
表
序
で
、
「
孔
子
は
、
王
道
を
明
ら
か

に
し
よ
う
と
し
て
、
七
十
余
君
に
干
め
た
が
、
能
く
用
い
ら
れ
る
こ

と
が
莫
か
っ
た
c
」
と
し
た
後
、

故
西
観
局
室
、
論
史
記
出
問
、
輿
於
魯
荷
次
春
秋
c

上
記
窓
、

下
至
友
之
獲
麟
。
約
其
辞
文
、
去
其
煩
重
、
以
制
義
法
。
王
道

備
、
人
事
決
。
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と
言
っ
て
い
る
の
が
、
そ
の
解
答
に
当
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

右
に
一
一
一
一
口
う
、
「
周
室
」
で
観
た
「
史
記
」
と
は
、
周
の
王
室
図
書

館
が
所
蔵
し
て
い
る
列
国
の
「
史
記
l

一
の
意
で
あ
ろ
う
。
司
馬
遷
は
、

春
秋
列
国
に
は
そ
れ
ぞ
れ
史
官
の
記
録
が
あ
り
、
そ
の
「
史
記
」
は

皆
田
川
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
、
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
ハ
例
え

ば
、
六
国
年
表
序
主
一
一
一
日
う
「
諸
侯
史
記
」
、
及
び
「
史
記
独
蔵
周
室
」
な
ど
、

参
照
〉
。
す
な
わ
ち
司
馬
遼
に
よ
れ
ば
、
孔
子
が
『
春
秋
』
を
制
作
す

る
に
当
た
っ
て
依
拠
し
た
も
の
は
、
周
室
所
蔵
の
列
国
の
「
史
記
」

で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
魯
を
主
と
す
る
立
場
上
、
魯
の
十
二
公

の
年
月
に
拠
っ
て
周
及
び
列
国
の
で
き
ご
と
を
編
次
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
(
「
輿
於
魯
而
次
春
歌
、
上
記
隠
、
下
歪
友
之
獲
麟
」
)
。
し
か
し
司

馬
遼
に
よ
れ
ば
、
孔
子
が
『
春
秋
』
を
制
作
す
る
に
当
た
っ
て
依
拠

し
た
資
料
は
、
単
に
魯
国
の
「
史
記
」
の
み
で
は
な
い
と
す
る
。
そ

の
た
め
で
も
あ
ろ
う
か
、
司
馬
遷
の
『
史
記
』
の
ど
こ
を
見
て
も
、

「
魯
の
史
記
」
(
あ
る
い
は
「
魯
の
春
秋
」
)
と
か
、
「
魯
の
史
記
に
因
る
」

な
ど
と
、
魯
国
に
限
定
さ
れ
た
言
い
方
は
、
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ

γ
(
V
O
 し

か
も
、
そ
の
依
拠
し
た
も
の
が
、
周
及
び
魯
を
含
め
た
列
国
の

「
史
記
」
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
こ
に
は
当
然
、
重
複
が
あ
り
、
無
駄

が
あ
る
。
そ
れ
を
削
去
し
、
そ
れ
を
簡
約
に
し
た
上
で
、
な
お
最
も

大
事
な
義
法
(
袈
院
の
義
理
を
一
が
す
き
ま
り
)
を
う
ち
立
て
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
(
「
約
其
辞
文
、
去
其
煩
重
、
以
制
義
法
」
)
0

い
わ
ゆ
る
「
筆

削
」
の
基
準
で
あ
る
。
司
馬
遷
は
、
孔
子
は
そ
れ
を
成
し
た
と
し
、

且
つ
、
孔
子
が
「
春
秩
を
為
る
に
至
つ
て
は
、
筆
す
べ
き
は
別
ち
筆

し
、
削
る
べ
き
は
別
ち
削
る
。
子
一
夏
の
徒
、
一
辞
も
賛
す
る
こ
と
能

わ
ず
。
」
(
『
史
記
』
孔
子
世
家
)
と
ま
で
言
う
。
か
く
し
て
、
『
春
秋
』

は
完
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
(
「
王
道
備
、
人
事
決
」
)
0

こ
れ
が
す
な
わ

ち
、
前
掲
・
「
因
史
記
作
春
秩
、
以
当
王
法
。
」
と
言
う
、
孔
子
『
春

秋
』
制
作
説
の
第
三
点
、
何
に
依
拠
し
た
か
の
方
法
と
、
い
か
に
霊
園

か
れ
た
か
の
実
際
に
関
し
、
司
馬
遷
が
呈
示
し
て
い
る
そ
の
意
味
内

容
で
あ
る
。

( 8 ) 

こ
の
よ
う
な
観
方
・
考
え
方
が
、
歴
史
的
事
実
で
あ
る
か
否
か

を
、
私
は
、
今
こ
こ
で
、
問
題
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

今
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
綴
方
・
考
え
方
が
、
司
馬
選

の
当
時
、
「
八
ム
羊
伝
」
が
学
官
に
立
て
ら
れ
た
こ
ろ
、
牢
固
と
し
て

定
着
し
て
い
た
孔
子
『
春
秋
』
春
秋
制
作
説
の
実
態
様
相
で
あ
る
こ

と
を
、
知
れ
ば
足
り
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
れ
は
、
『
春
秋
』
解

釈
学
上
、
漢
代
公
羊
学
と
よ
ば
れ
、
そ
の
勢
力
を
振
る
っ
て
い
た
一

派
の
観
方
・
考
え
方
に
外
な
ら
な
い
こ
と
を
、
知
れ
ば
足
り
る
(
ち

な
み
に
、
司
馬
遷
以
後
と
思
わ
れ
る
公
羊
家
た
ち
が
、
緯
書
説
な
ど
に
拠
っ
て

提
ヰ
一
目
し
て
い
る
「
関
因
奴
」
の
文
、
「
昔
孔
子
受
端
門
之
命
、
制
春
秋
之
義
、

伎
子
夏
等
十
四
人
、
求
問
史
記
、
得
百
二
十
国
宝
帝
昔
、
九
月
経
立
。
」
、
『
春
秋



公
羊
経
伝
解
一
話
、
隠
公
第
一
』
題
下
琉
、
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
〉
0

そ
こ
で
、
ま
た
ひ
る
が
え
っ
て
ヲ
直
子
』
を
見
る
こ
と
と
す
る
。

前
掲
・
「
王
者
章
」
の
文
(
以
下
「
王
者
輩
」
第
一
節
と
よ
ぶ
)
は
、
ふ
ー

そ
の
章
で
扱
わ
れ
て
い
る
全
文
で
は
な
い
。
そ
こ
で
は
、
そ
の
後
に

な
お

菅
之
乗
・
楚
之
棒
杭
・
魯
之
春
秋
、
一
也
。
其
事
別
斉
桓
・
菅

文
。
其
文
別
史
。
」
孔
子
日
、
其
義
則
丘
籍
取
之
失
。
(
離
婁
下
)

と
、
二
節
に
分
か
れ
る
よ
う
な
内
容
を
、
合
わ
せ
て
一
章
と
し
て
い

る
(
山
田
啄
博
士
は
、
こ
の
「
王
者
輩
」
の
全
文
を
、
も
と
も
と
三
つ
に
一
区

分
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
一
つ
に
合
わ
さ
れ
た
も
の
と
見
、
極
め
て
示
唆
に
富
む

考
察
を
さ
れ
て
い
る
。
山
田
琢
『
春
秋
学
の
研
究
』
「
十
、
孟
子
の
『
王
者
之

誠
一
惚
』
章
の
解
釈
に
つ
い
て
」
、
昭
和
六
二
年
二
一
月
、
明
徳
出
版
社
、
参

照
)
。
そ
し
て
右
の
「
王
者
章
」
の
前
半
(
「
王
者
章
」
第
二
一
節
)
が
、

上
述
・
『
春
秋
』
制
作
の
依
拠
論
と
関
わ
り
、
そ
の
後
半
(
「
王
者
章
」

第
三
節
)
が
、
『
春
秋
』
は
い
か
に
書
か
れ
た
か
の
実
際
論
と
関
わ
る

も
の
、
の
如
く
に
見
え
る
。
以
下
、
こ
れ
を
二
つ
に
分
け
て
考
察
し

一、。

中
ふ

3
U

由

右
の
「
王
者
章
ー
一
一
第
二
節
で
、
孟
子
は
確
か
に
、
春
秋
各
国
の
史

官
の
筆
に
成
る
年
代
記
、
「
五
日
の
乗
、
楚
の
祷
杭
、
魯
の
春
秋
」
な

ど
と
よ
ば
れ
る
各
国
の
「
史
記
」
の
存
在
と
、
そ
の
性
格
・
内
容
の

同
一
性
を
明
言
し
て
い
る
。
私
は
、
こ
こ
に
孟
子
の
歴
史
限
、
文
献

史
料
の
性
格
・
内
容
を
見
抜
く
綬
識
の
篠
か
さ
を
認
め
る
も
の
で
あ

る
(
『
孟
子
』
尽
心
下
第
の
「
春
秩
無
義
戦
」
章
も
、
こ
の
点
と
関
わ
る
も
の

と
い
え
よ
う
)
。
が
、
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
こ
の
孟
子
の
立
一
一
一
一
口
を
も
っ

て
、
前
掲
・
『
史
記
』
で
見
ら
れ
た
孔
子
『
春
秋
』
制
作
依
拠
論
と

同
じ
考
え
方
、
向
じ
内
容
で
L

あ
る
と
、
直
ち
に
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ

う
か
。
こ
の
問
題
へ
の
考
察
を
進
め
る
上
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
『
孟

子
』
と
『
史
記
』
と
の
中
間
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
『
春
秋
』

三
伝
の
記
載
が
、
こ
の
問
題
を
ど
う
扱
っ
て
い
る
か
、
参
着
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
魯
の
宣
公
二
年
〈
前
六

O
七
)
、
菅
の
霊
公
が
越
穿
に
殺

さ
れ
た
。
そ
れ
を
『
春
秋
(
経
)
』
は
、
「
(
宣
公
二
年
)
秋
九
月
乙

丑
、
菅
越
盾
紋
其
君
夷
皐
。
」
と
書
い
て
い
る
。
実
際
の
絞
殺
者
が

趨
穿
で
あ
る
の
に
、
経
文
の
記
載
で
は
、
時
の
最
高
実
力
者
越
盾

(
越
宣
子
)
に
罪
を
き
せ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
を
解
く
の
が
三

伝
共
通
の
課
題
で
あ
る
。

ω「
八
ム
羊
伝
」
は
、
そ
れ
を
宣
公
二
年
(
経
)
の
下
で
説
か
ず
、
官
一

公
六
年
(
経
)
「
春
、
音
越
盾
衛
孫
免
侵
棟
。
ー
一
の
下
で
説
く
(
事

件
発
生
の
年
で
説
か
な
い
例
は
、
「
公
羊
伝
」
で
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
も

の
。
今
、
そ
の
わ
け
に
は
触
れ
な
い
。
ま
た
、
普
の
霊
公
の
無
道
ぷ
り
か

( 9 ) 



ら
絞
殺
さ
れ
る
に
至
る
史
伝
説
話
は
、
三
伝
中
ヲ
最
も
詳
し
く
、
且
つ
筋

立
っ
て
い
る
。
「
左
氏
伝
」
の
史
伝
記
事
は
、
そ
の
節
略
か
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
れ
も
、
今
諸
く
〉
。
そ
の
中
で
、
「
青
史
書
賊
日
、
音
越
活
殺

其
君
一
夷
狩
。
」
と
冊
一
一
回
か
れ
た
わ
け
を
、
そ
の
「
史
(
史
官
〉
」
の
言

葉
と
し
て
、
「
君
主
が
獄
殺
さ
れ
、
留
に
帰
っ
て
来
た
の
に
、
減

(
下
手
人
)
を
討
た
な
か
っ
た
」
か
ら
で
あ
る
と
言
う
。

ω「
穀
梁
伝
」
は
事
実
の
説
明
を
極
め
て
簡
略
化
し
た
上
で
、

「
史
狐
蓄
賊
日
、
越
盾
紋
公
。
」
と
し
た
わ
け
を
、
史
狐
の
言
葉
と

し
て
、
「
子
為
正
卿
、
入
諌
不
聴
、
出
亡
不
遠
c

君
紋
、
反
不
討

賊
、
別
志
向
。
」
だ
か
ら
で
あ
る
と
言
う
。
そ
の
点
は
、
「
八
ム
羊
伝
」

と
大
差
が
な
い
。
な
お
、
そ
の
終
わ
り
で
「
於
盾
也
、
見
忠
臣
之

至
。
」
と
一
一
一
一
口
う
の
は
、
次
の
「
左
氏
伝
」
の
評
言
と
関
わ
る
も
の

の
よ
う
で
あ
る
。

ω「
左
氏
伝
」
は
、
史
実
の
説
明
に
重
点
を
お
く
。
且
つ
「
詩
一
玄
」

を
二
度
も
引
い
て
文
飾
を
加
え
て
い
る
が
、
「
大
史
(
輩
狐
〉
書

日
、
越
活
紋
其
君
。
」
と
し
た
わ
け
を
、
大
史
の
言
葉
と
し
て
、

「
子
為
正
卿
、
亡
不
越
覚
、
反
不
討
賊
。
非
子
市
誰
。
」
と
一
一
一
一
口
う
。

基
本
的
に
は
、
「
公
穀
二
伝
」
と
大
差
が
な
い
。
そ
の
後
で
、
孔

子
の
評
一
一
一
一
口
を
加
え
、
「
孔
子
日
、
護
狐
、
古
之
良
史
也
、
書
法
不

問
問
。
越
宣
子
、
古
之
良
大
夫
也
、
為
法
受
悪
。
」
と
言
っ
て
い
る
。

明
ら
か
に
、
孔
子
を
経
文
へ
の
評
一
一
言
者
、
解
経
者
と
し
て
い
る
。

右
の
三
伝
が
、
義
理
を
解
く
点
で
の
細
か
な
差
異
は
、
今
措
く
も
、

こ
の
経
文
が
菅
の
史
宮
の
記
載
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
点

は
、
三
伝
共
に
等
し
い
。
と
す
る
と
、
こ
の
経
文
、
す
な
わ
ち
三
伝

共
に
菅
の
史
官
が
記
載
し
た
と
す
る
菅
国
の
出
来
事
が
、
何
故
に
、

ま
た
い
か
に
し
て
、
『
春
秋
(
経
)
』
に
書
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

「
左
氏
伝
」
は
、
右
の
一
一
例
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
孔
子
を
『
春

秋
』
の
制
作
者
と
し
て
は
い
な
い
。
し
か
も
、
社
預
の
「
春
秋
序
」

の
冒
頭
で
、
「
春
秋
者
、
魯
史
記
之
名
也
。
」
と
ニ
一
一
口
っ
て
い
る
よ
う

に
、
「
左
氏
伝
」
に
お
い
て
『
春
秋
』
と
は
、
魯
国
の
年
代
記
そ
の

も
の
を
き
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
『
春
秋
」
一
に
、
魯
国
以
外
の
各

国
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
わ
け
は
、
各
国
か
ら
魯
国
に
も
た
ら
さ
れ

た
「
赴
告
」
に
拠
っ
た
も
の
、
「
赴
告
」
そ
の
ま
ま
を
書
い
た
た
め

と
す
る
(
隠
公
十
一
年
「
左
氏
伝
」
の
「
凡
例
」
の
外
、
隠
公
七
年
・
催
公

二
十
三
年
・
文
公
十
四
年
・
宣
公
十
年
等
の
「
凡
例
」
参
照
〉
。
菅
の
大
史

に
よ
る
記
載
が
、
そ
の
ま
ま
魯
の
『
春
秋
』
に
一
記
載
さ
れ
る
の
も
、

何
ら
異
と
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
も
「
左
氏
伝
」
の
こ
の

「
赴
告
」
説
が
、
「
王
者
章
」
第
二
節
の
立
一
一
一
一
回
か
ら
転
化
さ
れ
た
も
の

と
み
な
さ
れ
た
ば
あ
い
、
そ
の
受
け
止
め
方
は
、
必
ず
し
も
孟
子
の

立
言
と
抵
触
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
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こ
れ
に
対
し
、
「
公
穀
二
伝
」
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
「
穀
梁



伝
」
は
、
『
春
秋
(
経
)
』
の
作
者
を
孔
子
と
す
る
立
場
に
立
つ
か
の

よ
う
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
主
張
の
一
葉
性
は
、
必
ず
し
も
明

瞭
で
は
な
い
。
且
つ
ま
た
、
「
八
ム
羊
伝
」
と
重
な
り
合
う
面
を
も
っ

と
共
に
、
「
左
氏
伝
」
と
の
相
互
交
渉
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
に
比
し
、
「
公
羊
伝
」
は
、
京
公
十
四
年
伝
の
末
尾
で
、
「
君
子

(
疏
一
去
、
君
子
、
認
孔
子
。
〉
易
為
為
春
私
。
援
乱
世
、
反
諾
正
、
莫
近

諾
春
秋
。
」
と
明
午
一
目
し
て
い
る
の
を
始
め
、
孔
子
を
「
君
子
」
と
よ

ん
で
、
『
春
秋
』
制
作
者
と
す
る
立
場
を
一
貫
さ
せ
て
い
る
。
と
す

れ
ば
、
右
の
「
公
羊
伝
」
で
一
一
一
一
口
う
「
菅
史
」
と
は
、
い
か
な
る
性
格

の
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
問
題
は
、
こ
の
「
菅
史
」
が
、
「
公

羊
伝
」
の
立
場
か
ら
み
て
、
孔
子
『
春
秋
』
制
作
時
に
お
い
て
、
各

国
の
「
史
記
」
を
孔
子
が
直
接
的
に
参
照
・
依
拠
し
た
も
の
と
認
め

て
い
る
表
れ
、
と
み
な
し
う
る
か
否
か
の
点
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
き
、
あ
る
論
者
は
一
一
=
口
う
、
「
八
ム
羊
伝
は
、
孔
子
が

春
秋
を
作
る
に
当
た
っ
て
は
、
広
く
諸
国
の
史
料
を
参
照
し
た
こ
と

を
認
め
て
い
る
と
な
し
て
よ
い
よ
と
(
前
掲
注
、
山
田
論
文
、
参
照
〉
0

「
王
者
意
」
第
二
節
の
立
言
に
対
す
る
「
八
ム
羊
伝
」
の
受
け
止
め
方

を
、
然
り
で
あ
る
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
仮
り
に
そ
う
み

な
し
う
る
と
し
た
ば
あ
い
、
且
つ
「
公
羊
伝
」
が
そ
れ
を
一
貫
さ
せ

て
い
る
な
ら
ば
、
『
春
秋
(
経
〉
』
に
魯
国
以
外
の
各
国
の
記
事
が
お

び
た
だ
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
限
り
、
「
八
ム
羊
伝
」
に
は
、
こ
の
「
五
日

史
」
と
同
様
、
各
国
の
名
を
冠
し
た
「
菜
史
」
と
い
う
記
載
が
頻
出

し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
し
た
記
載
は
、
こ
の

「
耳
目
史
」
一
例
の
み
で
あ
る
。
な
お
ま
た
私
見
に
よ
れ
ば
、
「
八
ム
羊

伝
」
に
は
、
孔
子
が
各
国
の
「
史
記
」
に
直
接
依
拠
し
て
書
い
た
と

す
る
、
決
定
的
記
載
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
「
公
羊
伝
」
の

右
の
「
菅
史
警
紋
日
、
さ
と
の
記
載
は
、
た
ま
た
ま
三
伝
の
栢
互

交
渉
を
示
す
一
例
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
(
私
は
、
三
伝
の

形
成
過
程
に
お
け
る
相
互
交
渉
を
、
か
な
り
密
な
も
の
と
考
え
て
い
る
)
0

要
す
る
に
、
『
孟
子
』
「
王
者
章
」
第
二
節
の
立
言
は
、
前
掲
・

『
史
記
』
で
見
ら
れ
た
『
春
秋
』
制
作
依
拠
論
へ
と
、
そ
の
ま
ま
直

結
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
関
に
、
孔
子
『
春

秋
』
制
作
説
に
立
つ
「
八
ム
羊
伝
」
を
置
い
て
み
て
も
、
な
お
直
結
す

る
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
内
史
記
』
で
見
ら
れ
る
よ

う
な
司
春
歌
』
制
作
依
拠
論
は
、
「
公
羊
伝
」
の
成
書
(
そ
れ
は
、
通

説
の
よ
う
な
漢
の
景
帝
の
こ
ろ
で
は
決
し
て
な
い
。
少
な
く
と
も
秦
代
ま
で
は

さ
か
の
ぼ
り
う
る
)
以
後
、
漢
代
に
至
る
間
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
ま
し
て
や
、
『
史
記
」
一
で
説
く
周
室
所
蔵
の
「
史
記
」
を
観

て
作
っ
た
な
ど
と
言
う
こ
と
は
、
ま
さ
に
後
世
の
拡
大
付
会
と
い
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。
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次
い
で
考
察
す
べ
き
は
、
「
王
者
章
」
第
三
節
で
あ
る
。
し
か
も

そ
れ
は
、
『
春
秩
』
が
い
か
に
書
か
れ
た
か
の
、
『
春
秋
』
制
作
実
際



論
と
関
わ
る
か
の
如
く
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
果
た
し
て
、

前
述
・
『
史
記
』
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
意
味
で
の
孔
子
筆
削
説
、
孔

子
が
列
国
の
「
史
記
」
の
重
複
を
削
り
、
簡
約
に
し
た
上
で
「
義
を
」

う
ち
立
て
た
と
す
る
の
と
、
産
結
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

さ
て
、
『
孟
子
』
「
王
者
章
」
第
三
節
で
は
、
孔
子
の
言
葉
と
し

て
、
「
其
の
義
は
別
ち
丘
、
籍
か
に
こ
れ
を
取
る
o
i
一
と
平
一
一
口
っ
て
い
る
。

も
と
も
と
こ
の
く
だ
り
が
、
前
二
節
と
異
な
る
時
・
所
で
発
言
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
ム
つ
「
王
者
章
」
と
し
て
一
括
さ
れ
て
い
る

限
り
、
「
其
の
義
」
と
は
、
『
春
秋
』
の
義
(
褒
授
の
価
値
判
断
、
な
い

し
そ
の
基
準
〉
を
さ
す
。
そ
れ
を
「
孔
子
は
矯
か
に
取
っ
た
。
」
と
言

う
。
そ
れ
は
い
っ
た
い
、
い
か
な
る
意
味
、
い
か
な
る
実
態
を
言
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
『
春
秋
』
三
伝
は
そ
の
点
に
つ
い
て

い
か
に
受
け
止
め
て
い
る
か
、
そ
の
こ
と
か
ら
考
察
を
始
め
た
い
。

朱
苓
…
の
『
孟
子
集
注
』
が
、
こ
の
「
其
義
則
丘
籍
取
之
怠
〈
0

」
を

解
く
に
当
た
り
、
昭
公
十
二
年
「
公
羊
伝
」
の
「
子
臼
、
(
中
略
)
、

春
秋
之
信
史
也
、
其
序
則
斉
桓
菅
文
、
社
(
会
則
主
会
者
為
之
也
。
其

詞
則
丘
有
罪
鷲
耳
。
」
(
朱
注
が
引
く
の
は
傍
点
部
〉
を
引
き
、
「
意
亦
如

此
。
」
と
一
一
一
一
回
っ
て
い
る
。
「
公
羊
伝
i

一
の
立
場
は
、
朱
菜
の
言
う
通
り
、

孟
子
の
こ
の
立
一
一
一
一
口
と
密
に
関
わ
っ
て
お
り
、
朱
菩
…
の
解
釈
は
、
そ
の

立
場
に
立
つ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
公
羊
伝
」
は
、

『
春
秋
(
経
)
』
の
「
詞
1
辞
(
記
載
表
現
ど
に
対
し
、
孔
子
が
責
め

を
負
う
も
の
と
ヰ
一
一
回
っ
て
お
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
そ
の
「
辞
」

は
す
べ
て
孔
子
の
筆
に
よ
っ
て
成
さ
れ
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
「
穀
梁
伝
」
は
、
例
え
ば
、
友
公
十
四
年
(
経
)
「
西
狩
獲

麟
」
の
伝
で
、
こ
の
記
載
表
現
を
「
引
取
之
也
。
」
と
解
し
て
い
る
。

「
王
者
章
」
の
「
其
義
則
丘
籍
取
之
実
。
」
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
こ
の
「
引
取
之
也
。
」
は
、
「
魯
に
引
き
当
て
て
義
を
示

し
た
。
」
あ
る
い
は
「
魯
に
引
き
当
て
て
義
を
こ
め
た
よ
と
解
す
べ

き
で
あ
ろ
う
(
前
掲
注
、
山
田
論
文
、
お
よ
び
岩
本
憲
司
『
春
秋
穀
梁
伝
記

率
集
解
』
、
一
九
八
八
年
一

O
丹
、
汲
古
書
院
、
参
照
)
。
つ
ま
り
「
穀
梁

伝
」
も
ま
た
、
『
春
秋
(
経
)
』
の
「
辞
」
が
、
た
と
え
そ
の
す
べ
て

で
は
な
い
と
し
て
も
、
孔
子
の
意
思
に
よ
っ
て
書
き
成
さ
れ
た
も
の

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
「
公
穀
二
伝
」
は
、
経
文
の
記

載
表
現
に
却
し
、
逐
一
そ
れ
を
と
り
上
げ
つ
つ
、
そ
の
「
辞
」
に
一
不

さ
れ
て
い
る
「
義
」
ご
す
な
わ
ち
、
孔
子
が
そ
う
書
い
て
い
る
意
味
・

精
神
を
究
現
し
よ
う
と
す
る
形
を
と
る
。
「
公
穀
二
伝
」
は
、
「
事
」

を
述
べ
る
こ
と
を
必
要
限
度
内
に
と
ど
め
、
「
辞
!
一
に
示
さ
れ
る
「
義
」

の
究
明
を
、
あ
く
ま
で
も
第
一
義
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
今
、

そ
の
例
を
一
々
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、
「
八
ム
穀
二
伝
」
を
一
見
す
れ

は
、
な
に
び
と
も
そ
れ
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。
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こ
れ
に
対
し
、
「
左
氏
伝
」
の
ば
あ
い
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
「
左

氏
伝
」
の
立
場
は
前
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
「
事
(
史



実
ど
を
重
視
し
、
必
ず
ま
ず
「
事
」
を
述
べ
る
こ
と
か
ら
始
め
て

い
る
。
例
え
ば
、
『
春
秋
』
開
巻
冒
頭
の
経
文
「
元
年
、
春
、
王
、

正
月
。
」
に
対
し
、
「
左
氏
伝
」
は
、
「
八
ム
穀
二
伝
」
と
は
比
べ
も
の

に
な
ら
な
い
街
略
さ
で
、
「
一
克
年
、
春
、
王
、
周
正
月
、
即
位
を
蓄

さ
ざ
る
は
、
摂
な
れ
ば
な
り
。
」
と
、
事
実
の
み
を
記
す
。
し
か
し
、

「
事
」
を
述
べ
る
こ
と
か
ら
始
め
る
「
左
氏
伝
」
と
て
も
ま
た
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
『
春
秋
(
経
)
』
の
記
載
表
現
に
対
し
、
そ
の
意

味
(
義
)
を
説
こ
う
と
す
る
。
そ
れ
は
、
「
左
氏
伝
」
も
ま
た
、
あ

く
ま
で
も
経
に
対
す
る
伝
と
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ

る。
た
だ
、
「
左
氏
伝
」
が
「
義
」
を
説
く
ば
あ
い
、
そ
の
伝
文
中
に

お
け
る
位
置
や
、
そ
の
形
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
例
え
ば
、
隠
公
一
克

年
(
経
)
「
夏
五
月
、
鄭
伯
克
段
一
十
勝
。
」
の
伝
で
、
ま
ず
「
事
」
を

述
、
べ
た
後
に
、

書
日
、
鄭
伯
克
段
子
部
。
段
不
弟
、
故
不
言
弟
。
如
二
君
、
故

日
克
。
称
鄭
伯
、
議
失
教
也
、
謂
之
鄭
志
。
不
言
出
奔
、
難
之

也。

と
を
口
う
。
こ
う
し
た
形
、
「
書
日
」
(
喜
一

5
な
ど
が
、
「
左
氏
伝
」
で

「
義
」
を
解
く
形
を
よ
り
明
示
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
且
つ

ま
た
、
こ
こ
で
「
義
」
を
解
く
た
め
に
と
り
上
げ
ら
れ
た
「
辞
1

一は、

「
段
」
(
段
と
名
を
称
し
て
弟
と
言
わ
な
い
こ
と
)
で
あ
り
、
「
克
」
(
克
つ

と
警
か
れ
て
い
る
こ
と
)
で
あ
り
、

「
鄭
伯
」
〈
鄭
伯
が
や
っ
た
と
名
ざ
し

で
一
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
〉
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
と
し
て
い
る
「
辞
」

は
、
「
公
穀
二
伝
」
と
多
少
の
差
は
あ
っ
て
も
、
大
差
が
な
い
。
ま

た
、
そ
の
解
く
意
味
内
容
も
、
「
公
穀
二
伝
」
と
大
差
が
な
い
。

と
こ
ろ
で
問
題
は
、
『
春
秋
(
経
ど
を
孔
子
の
手
で
書
か
れ
た
も

の
と
し
な
い
「
左
氏
伝
」
の
ば
あ
い
、
経
文
の
「
辞
」
に
含
ま
れ
て

い
る
「
義
」
は
、
ど
う
し
て
、
誰
に
よ
っ
て
解
か
れ
た
と
す
る
の
か
、

の
点
で
あ
る
。
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
、
「
左
氏
伝
」
の
立
場
を
最

も
よ
く
解
明
し
て
い
る
、
社
預
の
「
春
秋
序
」
を
借
り
て
答
え
よ
う
。

そ
こ
で
は
、
右
の
「
書
日
(
書
一
声
)
」
や
「
故
智
一
日
」
「
不
審
」
「
不
称
」

な
ど
と
言
っ
て
「
義
」
を
解
い
て
い
る
の
は
、
皆
、
孔
子
に
よ
る

「
変
例
(
「
凡
例
」
に
見
ら
れ
る
周
公
の
旧
例
を
変
え
た
新
例
と
で
あ
る
と

言
う
。
つ
ま
り
孔
子
は
、
『
春
秋
(
経
)
』
の
「
事
」
に
対
す
る
評
言

者
、
「
辞
」
に
対
す
る
解
義
者
の
位
置
に
立
ち
、
そ
の
解
経
の
表
れ

が
「
書
臼
」
等
で
あ
る
と
す
る
。
と
す
れ
ば
、
「
王
者
章
」
の
「
其

義
則
丘
籍
取
之
突
」
の
「
取
之
」
と
は
、
「
左
氏
伝
」
の
立
場
か
ら

見
て
、
孔
子
が
『
春
秋
』
の
「
義
」
を
摂
取
し
て
解
い
た
こ
と
と
な

る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
「
王
者
章
」
の
「
取
之
」
の
理
解
と
し
て

不
当
な
も
の
で
な
い
限
り
、
こ
こ
で
も
ま
た
、
「
王
者
章
」
第
三
節

の
三
伝
に
お
け
る
受
け
止
め
方
が
、
二
様
に
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た。

( 13 ) 



そ
こ
で
ま
た
、
前
述
・
『
史
記
』
に
見
ら
れ
た
孔
子
『
春
秋
』
制

作
実
際
論
に
立
ち
返
っ
て
み
よ
う
。
司
馬
遼
は
、
孔
子
が
『
春
私
』

を
制
作
す
る
に
当
た
っ
て
依
拠
し
た
も
の
を
列
国
の
「
史
記
」
と
し

た
上
で
、
そ
の
重
複
を
削
去
し
て
「
辞
」
の
文
を
簡
約
に
し
、
そ
こ

に
「
義
法
」
を
う
ち
立
て
た
の
だ
、
と
一
一
呂
う
。
し
か
も
そ
れ
は
、

「
筆
す
べ
き
は
別
ち
筆
し
、
削
る
べ
き
は
別
ち
削
っ
た
」
結
果
で
あ

る
、
と
言
う
。
そ
れ
な
ら
ば
今
見
る
『
春
秋
』
は
、
も
と
の
「
春
秋

〈
依
拠
資
料
と
な
っ
た
各
国
の
「
史
記
」
)
」
の
記
載
に
書
き
加
え
ら
れ
た

も
の
、
あ
る
い
は
も
と
の
「
春
秋
」
の
記
載
を
書
き
変
え
た
も
の
と

な
る
で
あ
ろ
う
。
仮
り
に
然
り
と
し
た
ば
あ
い
、
そ
れ
を
今
、
実
際

手
証
拠
立
て
る
も
の
が
、
三
伝
の
中
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。

こ
の
間
題
と
関
わ
る
唯
一
の
資
料
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
、
「
公

羊
伝
」
で
一
一
一
一
口
う
「
不
備
春
秋
」
と
「
君
子
の
僑
め
た
春
秋
」
と
を
対

比
し
て
い
る
記
載
で
あ
る
。
荘
公
七
年
(
経
)
「
夏
四
月
辛
卯
、
夜
、

恒
星
不
見
。
夜
中
、
星
貿
如
雨
。
」
に
対
す
る
「
八
ム
羊
伝
」
で
、

不
備
春
秋
臼
、
雨
星
不
及
地
而
復
(
星
雨
り
て
地
に
及
ば
ず
し
て

ぉ

復
る
〉
。
君
子
惰
之
臼
、
星
箆
如
一
雨
(
星
震
つ
る
こ
と
雨
の
如
し
)
。

と
言
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
伝
文
に
対
す
る
解
釈
は
今
略
す
と

し
て
、
「
不
備
春
秋
」
な
る
も
の
が
あ
り
、
「
君
子
(
孔
子
〉
が
こ
れ

を
修
改
し
た
」
と
一
一
一
一
口
う
限
り
(
そ
こ
に
い
か
な
る
「
義
」
が
こ
め
ら
れ
て

い
る
か
は
今
関
わ
な
い
て
「
八
ム
羊
伝
」
の
立
場
、

す
な
わ
ち
『
春
秋

(
経
)
」
一
の
「
辞
」
が
す
べ
て
孔
子
に
よ
っ
て
成
さ
れ
た
と
す
る
立
場

に
と
っ
て
は
、
一
つ
の
例
証
を
掲
げ
た
こ
と
に
は
な
る
で
あ
ろ
う

(
私
は
、
「
不
惰
春
秩
」
と
「
君
子
侍
春
私
:
一
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
別
に
意
見

を
も
っ
て
い
る
が
、
今
は
略
す
〉
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
公
羊
伝
」
に
見

ら
れ
る
こ
の
一
例
の
み
を
も
っ
て
、
『
史
記
』
で
言
う
「
筆
削
説
」

の
例
証
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
あ
ま
り
に
も
径
庭
の
大
き
い
も

の
、
立
説
の
根
拠
と
は
な
り
え
な
い
も
の
、
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま

い
。
か
く
し
て
、
こ
こ
で
も
ま
た
、
『
孟
子
』
「
王
者
章
」
第
三
節
は

史
記
で
言
う
孔
子
『
春
秋
』
制
作
実
際
論
と
直
結
す
る
も
の
で
は
な

い
、
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五

( 14 ) 

こ
れ
ま
で
私
は
、
孟
子
に
お
け
る
孔
子
『
春
秋
』
制
作
説
の
実
相

を
究
明
す
べ
く
、
そ
の
説
の
確
立
さ
れ
た
漢
代
、
「
公
羊
伝
」
立
学

の
こ
ろ
の
実
態
を
『
史
記
』
で
と
ら
え
、
そ
こ
か
ら
逆
に
照
射
し
て

み
た
。
す
な
わ
ち
、
『
史
記
』
に
見
ら
れ
る
孔
子
『
春
秋
』
制
作
説

を
、
便
宜
、
『
春
秋
』
制
作
効
用
論
・
意
図
論
・
実
際
論
に
分
け
て

そ
の
実
態
を
と
ら
え
、
そ
の
上
で
『
孟
子
』
の
立
一
一
一
口
を
振
り
返
っ
て

み
た
。
そ
の
結
果
、
前
二
者
に
お
い
て
、
『
孟
子
』
と
『
史
記
』
と

の
簡
に
は
、
そ
の
ま
ま
連
な
る
こ
と
〈
表
現
の
修
辞
性
や
強
調
の
度
合
い

の
違
い
は
あ
っ
て
も
〉
を
見
た
。
し
か
し
、
孔
子
『
春
秋
』
制
作
説
の



核
心
と
も
い
う
べ
き
実
際
論
、
『
春
秋
』
の
制
作
は
何
に
依
拠
し
、

突
際
い
か
に
書
か
れ
た
か
の
点
に
至
る
と
、
そ
れ
は
直
結
す
る
も
の

で
な
い
こ
と
を
見
た
。

し
か
も
、
そ
の
間
に
『
春
秋
』
一
ニ
伝
を
置
い
て
考
察
し
た
と
き
、

そ
こ
に
明
示
さ
れ
て
く
る
方
向
性
に
は
、
孟
子
の
立
言
が
、
少
な
く

と
も
「
公
羊
伝
」
(
「
穀
梁
伝
」
を
含
め
て
も
よ
い
)
と
「
左
氏
伝
」
と

で
受
け
止
め
方
が
異
な
る
よ
う
に
、
二
様
に
展
開
さ
れ
て
行
く
可
能

性
が
あ
っ
た
。
「
左
氏
伝
」
の
受
け
止
め
方
は
、
孔
子
『
春
秋
』
制

作
説
に
立
つ
も
の
で
は
な
い
。
と
す
れ
ば
、
孟
子
が
最
も
た
ん
て
き

に
、
「
孔
子
が
春
秋
を
作
っ
た
」
・
「
孔
子
が
春
秋
を
成
し
た
」
と
一
一
一
一
口

っ
て
い
る
「
八
ム
郁
子
章
」
で
の
立
言
は
、
い
っ
た
い
、
い
か
な
る
意

味
で
の
立
言
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

ヲ
直
子
』
「
公
都
子
章
」
は
、
そ
の
長
篇
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

孟
子
の
特
一
長
的
史
観
、
一
治
一
乱
の
歴
史
観
に
立
つ
、
緊
密
性
に
ム

ん
だ
(
よ
り
た
ん
て
き
に
い
え
ば
、
レ
ト
リ
ッ
ク
に
富
ん
だ
)
一
大
文
章
で

あ
る
。
し
か
し
今
こ
こ
で
、
そ
れ
を
詳
論
す
る
余
搭
が
も
は
や
な

い
。
た
だ
、
こ
こ
で
今
、
は
っ
き
り
と
い
え
る
こ
と
は
、
孟
子
の
言

う
孔
子
『
春
秋
』
制
作
説
が
、
前
述
・
『
春
秋
』
制
作
効
用
論
・
意

図
論
の
領
域
で
立
言
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
『
春
秋
』
は
何
の
た

め
に
作
ら
れ
た
か
、
『
春
秋
』
が
作
ら
れ
た
結
果
何
が
も
た
ら
さ
れ

た
か
。
そ
れ
は
要
す
る
に
、
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
現
実
の
社
会
秩
序
を

前
に
し
て
、
新
た
な
る
秩
序
規
範
を
う
ち
立
て
ん
が
た
め
、
孔
子
が

『
春
秋
』
を
作
っ
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
孟
子
の
生
き
た
時
代
、

戦
国
時
代
中
期
の
様
相
を
論
ず
る
こ
と
も
、
今
措
く
。
ま
さ
し
く

『
春
秋
』
は
、
新
た
な
る
秩
序
規
範
の
樹
立
を
め
ざ
す
儒
家
教
屈
の

営
み
と
し
て
、
そ
の
古
典
化
を
図
る
べ
く
、
最
も
力
が
注
が
れ
て
い

た
対
象
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

秩
序
規
範
の
樹
立
者
、
そ
れ
は
儒
家
教
団
に
と
っ
て
、
孔
子
以
外

に
は
あ
り
え
な
い
。
孔
子
が
『
春
秋
』
を
作
っ
た
と
す
る
立
言
は
、

こ
こ
に
も
と
づ
く
想
定
に
立
つ
も
の
と
、
私
は
考
え
る
。
想
定
に

は
、
そ
の
想
定
を
成
り
立
た
せ
る
端
緒
な
い
し
根
拠
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
お
そ
ら
く
儒
家
教
団
で
は
、
そ
れ
を
求
め
て
、
孔
子
と

『
春
秋
』
を
結
び
つ
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
営
み
が
な
さ
れ
た
、
ま
た
、

な
さ
れ
て
行
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
後
に
見
ら
れ
る
『
春
秋
』

授
受
説
の
み
で
は
な
い
。
「
八
ム
羊
伝
」
で
説
か
れ
て
い
る
よ
う
な
解

経
作
業
(
伝
の
作
成
作
業
)
も
、
早
く
か
ら
な
さ
れ
て
い
た
に
違
い
あ

る
ま
い
。
そ
の
結
果
、
歴
史
事
実
と
し
て
、
漢
代
に
お
け
る
「
公
羊

伝
」
立
学
と
な
り
、
孔
子
は
、
秩
序
規
範
の
樹
立
者
、
改
制
者
と
し

て
定
位
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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な
お
付
言
し
よ
う
。
孟
子
の
『
春
秋
』
に
関
す
る
立
一
一
一
一
口
、
な
い
し

孟
子
の
こ
ろ
の
儒
家
教
団
に
お
け
る
『
春
秋
』
古
典
化
活
動
に
伴
う

立
言
に
は
、
そ
の
後
の
『
春
秋
』
三
伝
等
の
形
成
過
程
で
、
そ
れ
ら



の
伝
を
そ
れ
ぞ
れ
に
定
着
さ
せ
る
根
拠
的
蔚
芽
が
、
そ
こ
に
は
っ
き

り
と
き
ざ
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
は
、

『
孟
子
』
に
見
ら
れ
る
『
春
秋
』
に
関
す
る
立
言
の
、
総
体
的
な
歴

史
的
意
義
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
文
教
大
学
〉
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